
魚津から見て蜃気楼が発生する範囲

魚津から見た富山方向の蜃気楼

魚津から見た新湊大橋の蜃気楼（写真

は上、下とも日本蜃気楼協議会提供）

☆毎週火曜日に掲載します

しんきろう

　上位蜃気楼（春型の蜃気楼）

は例外はありますが、発生する
かぎ

期間が限られています。魚津で
ゆきど げじゅん

は雪解けの３月下 旬 から始ま
つ ゆ

り、梅雨になるとほぼ終わりま

す。期間中に発生する回数はお

おむね十数回程度です。ただし、
にくがん かくにん

肉眼でも確認できるのはわずか

しかありません。

【富山湾で発生するエリア】
とやまわん

　富山湾での上位蜃気
ほうこく

楼の発生報告は、県東
えんがん

部の沿岸、特に魚津に

集中しています。その

理由の一つには、魚津

の海岸からは黒部方向
いみず

から、射水方向まで広

い範囲が一望できるこ

とにあります。何より観察して

いる人が多いことが一番のよう

です。

【発生しやすい気象条件】

　上位蜃気楼の発生日は、これ
とうけい ていど よそく

までの統計からある程度、予測

することができます。以下に、

発生しやすい時期や時間、気象
じょうけん

条 件をまとめてみます。
げじゅん

時期 ３月下 旬 ～６月上旬の

晴れた日。特に５月がよい。

時間 午前１１時～午後４時こ
す

ろ。特にお昼過ぎがよい。

気温 １８℃以上のとき。特に日

中の最高・最低の気温差は１３

℃以上がよい。
おだ

風 穏やかな北よりの風のと

き。特に魚津の海岸では、風

速３㍍以下で北北東の風がよ

い。
いどう

天気 晴天が数日間続き、移動
せい こうきあつ つうか

性の高気圧が本州を通過し

て、その中心が日本の東にあ

るとき。特に高気圧の中心気

圧は１０２０ヘクトパスカル以上がよい。

【発生の翌日は雨】
よくじつ

　上位蜃気楼が出た翌日には雨
ふ

が降るといわれています。実は

これには理由があります。春に

なると移動性の高気圧が、日本

列島の上を西から東へと周期的

に通っていきます。魚津で蜃気

楼が発生しやすいのは、その高

気圧が本州の真ん中を通過し、
ぬ

中心が太平洋側へ抜けた時で

す。このような時は、最高気温

へいねんち

が平年値以上になりやすく、魚

津の海岸では蜃気楼が発生する
ひより

典型的な日和となります。魚津
おお

では東から覆われる高気圧によ

って、日中は穏やかに晴れます

が、その後は西から気圧の谷や
せっきん

低気圧が接近してくるため、夜
くず

から翌日には天気が崩れてくる

というわけです。
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